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会員各社

（正会員）

• イソライト工業株式会社

• イビデン株式会社

• 新日本サーマルセラミックス株式会社

• ニチアス株式会社

• 株式会社ITM

（賛助会員）

• 電気化学工業株式会社

• 三菱樹脂株式会社



セラミックファイバーの歴史

１９４０年代にアメリカで軍需用材料としてアルミナーシリカ系の耐熱繊
維が開発された。（バブコックアンドウィルコックス社：Ｂ＆Ｗ）

１９７３年の中東戦争によるオイルショックから工業炉の省エネルギー
材料として注目され急激に生産量が増えた。

現在では、加熱炉の耐火断熱材料だけではなく自動車産業、建築材料
としても幅広く使用されている。

１９６０年代に入って工業的に生産されるようになった。Ｂ＆Ｗ、カーボ
ランダム、ジョンズマンビルｅｔｃ

１９６０年代に入って日本国内においても技術導入あるいは類似技術を
開発して生産が始められた。



繊維の定義（繊維の分類）

【繊維の分類】

繊維 有機質繊維 天然繊維 植物質繊維 麻、綿

動物質繊維 羊毛、絹

人造繊維 再生繊維

半合成繊維

合成繊維

レーヨン

アセテート

ナイロン

無機質繊維 天然繊維 鉱物質繊維 石綿

人造繊維 金属質繊維

人造鉱物繊維

炭素質繊維

ウィスカー（単結晶）

その他



人造鉱物繊維 ガラスフィラメント（長繊維）

グラスファイバー（短繊維）

スラグウール

ロックウール（岩綿）

シリカファイバー

高温用無機繊維（Hi Temp Insulation Wool）

ＲＣＦ（リフラクトリーセラミックファイバー）ｏｒ ＡＳＷ

ＡＦ（アルミナファイバー、ムライトファイバー）ｏｒ ＰＣＷ

その他

ＡＥＳ（生体溶解性ファイバー）ｏｒ ＢＳファイバー



各種無機繊維の比較
繊維 化学組成

融
点 ℃

使用温度域

アスベスト MgO-SiO2-Fe2O3 ～８００℃

スチールファイバー Cu,Fe,etc
1000,
1500

～８００℃

カーボンファイバー C 3550 ～２０００℃

ガラスファイバー
SiO2-Al2O3-Na2O-
Cao 800 ～５５０℃

ロックウール
SiO2-Al2O3-CaO-
MgO 900 ～６００℃

シリカファイバー SiO2 1410 ～１０００℃

アルミナファイバー Al2O3-SiO2 2000 ～１８００℃

リフラクトリーセラミックファイバー SiO2-Al2O3-（ZrO2) 1760 ～１４５０℃



RCF AF

CAS番号 １４２８４４-００-６ ６７５１０６-３１-７

使用温度（℃） 1,000－1,500 1,300－1,700

平均繊維径（μm） 2 － 4 2 － 5

真比重 2 － 3 3 － 4

結晶性（常温時） 非晶質 ｱﾙﾐﾅ(α, γ, 他)
またはムライト

組
成

Al2O3（重量%） 30－60 72－97

SiO2 （重量%） 40－60 3－28

RnOm （重量%） 0－20 －

重
金
属

Cd （ppm） <10  (1260℃対応)
<10  (1400℃対応)

<10

Pb （ppm） <20  (1260℃対応)
<20  (1400℃対応)

<30

Hg （ppm） <10  (1260℃対応)
<10  (1400℃対応)

<10

Cr （ppm） <100  (1260℃対応)
<20   (1400℃対応)

<20

RCFAが取り扱うｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰの種類



RCFの定義

１． 化学物質等情報

[一般 名称] アルミナ－シリカ系セラミックファイバー、

リフラクトリーセラミックファイバー、アルミナシリカ系人造鉱物繊維、
非晶質セラミックファイバー、ＲＣＦ、ASW
[製品の概要] アルミナ、シリカをほぼ等量に配合し、溶融化して、遠
心力等を利用して吹き飛ばして繊維状にしたものである
２．組成，成分情報
単一製品、混合物： 単一、100％
化学成分 ：Ａｌ２Ｏ３：30－60％，ＳｉＯ２：40－60％,ＲｎＯｍ：0－20％
官報公示整理番号：化学物質に該当しないため番号なし
ＣＡＳ番号 ：142844-00-6



ﾘﾌﾗｸﾄﾘｰｾﾗﾐｯｸﾌｧｲﾊﾞｰの製造方法



繊維化工程

ブローイング法

スピニング法



RCF

AFスラグウール

石綿(アスベスト）

各種鉱物繊維の電子顕微鏡写真



Asbestos
(Chrysotile)

Refractory Ceramic Fibres / 
Aluminium Silicate Wool

Category 1: „...carcinogenic to man.“ Category 2: „...should be regarded as 
...if carcinogenic to man.”

EU classification system 
(EU Directive 548/67/EEC and EU Directive 88/379/EEC)

Pictures: same resolution

ECFIA 資料２００８．OCT



• RCF：
日本 15,000～16,000㌧/年
欧米 不明

• AF 世界3000～4000㌧/年
（内 ６割が日本）

日、米、欧での生産量



日本でのRCF生産量推移
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RCFの代表的な製品

ブランケット
真空成型品 ペーパー

ボード
ブロック 不定形



ペースト
ウェット
フェルト

紡織品ﾍﾟｰﾊﾟｰ成型品ボード
ブロッ

ク
フェルトマット

ブラン
ケット

バルク

○○○○環境・エネルギー

○○○○車両・船舶・航空機

○○○○○○○ガラス

○○○○○○○半導体（装置関係）

○○○○○○○自動車

○○○○○○建築

○○○○○○家電

○○○○○○○○○○セラミックス

○○○○○○○○○○○石油化学

○○○○○○○○非鉄金属

○○○○○○○○○○○鉄鋼

RCF製品毎の主用途



労働衛生に関する取組み
１．セラミックファイバー製品の労働衛生に係る

各種データ測定

・各種セラミックファイバー製品取扱い箇所における粉じん濃度
及び繊維数濃度測定

・セラミックファイバーの繊維径分布測定

・セラミックファイバーに対する掃除機性能調査

・排出口セラミックファイバー発散把握実験のための集じん装置

の性能調査
・セラミックファイバー使用後のクリストバライト発生量把握実験

・セラミックファイバー加熱焼成後のクリストバライトの生体影響

調査



労働衛生に関する取組み

２．セラミックファイバー製品を
安全に使用していただくための取扱いマニュアル作成

平成７年初版作成 現在、平成26年１月版をHP上で公開中



労働衛生に関する取組み
３．セラミックファイバー取扱い作業者へ

安全に使用していただくための教育資料作成

１９９６年作成



労働衛生に関する取組み
４．業界統一の表示ラベル作成

平成６年発行 警告ラベル 現行 GHS対応警告ラベル



労働衛生に関する取組み
５．SDSモデルシートの作成



ペースト
ウェット
フェルト

紡織品ﾍﾟｰﾊﾟｰ成型品ボード
ブロッ

ク
フェルトマット

ブラン
ケット

バルク

○補強繊維

○有機繊維

○○○無機粉体

○無機バインダー溶液

○○○○△△無機バインダー※

○○○○△△有機バインダー※

○○○○○○○○○○○RCFバルクファイバー

作業別セラミックファイバー粉じんへのばく露リスク

RCF製品の原材料

△ 少量使用
※ 有機バインダー・無機バインダーは両方、もしくはどちら一方が使用される



作業別セラミックファイバー粉じんへのばく露リスク

工業会によるばく露濃度レベル測定結果

作業内容

ばく露濃度レベル

繊維数濃度
（f/cm3）

吸入性粉じん濃度
（mg/m3）

成形品の取扱い 0.05 － 0.06 －

セラミックファイバー・二次
製品の製造・加工

0.4 － 5.67 －

炉の施工 0.6 – 3.4 0.3 – 6.8
炉の解体 未測定 33-112※

ば
く
露
リ
ス
ク
大

※セラミックファイバー粉じんへのばく露のほかに、結晶質シリカ粉じん
へのばく露の可能性あり



作業
項目

製造 加工 炉施工 炉解体 成形品
取扱い

その他

①作業環境評価の基準設定 ○ 〇 － － － －
②作業環境測定の実施と評価 ○ 〇 － － － －
③局所排気装置・除じん装置の設置と点検 ○ 〇 － － － －

④ＣＦ繊維飛散の抑制措置
・養生
・全体換気装置の換気回数（回／Ｈ）

－ － ○
○

２以上

○
○

６以上

－ －

⑤呼吸用保護具の備え付け ○ 〇 － － － －
⑥使い捨て式防じんマスクの着用 － － － － △ △
⑦呼吸用保護具・保護衣・防じん眼鏡の着用 ○ ○ ○ ○ ― －

⑧健康診断の実施と作業の記録 ○ 〇 ○ ○ － －
⑨労働衛生教育の実施

ａ)局所排気装置・除じん装置稼動方法・点検方法
ｂ)全体換気装置稼動方法・点検方法
ｃ)呼吸用保護具の使用方法
ｄ)CFに係る疾病、健康管理
ｅ)作業場の管理
ｆ)関係法令
・教育時間（分）以上

○
○
－
○
○
○
○

120

○
〇
－
○
〇
〇
〇

120

○
－
○
○
○
○
○
90

○
－
○
○
○
○
○
90

－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

⑩清掃の実施
・ 頻度
・ 清掃器具（真空掃除機）

○
定期的
HEPA

○
定期的
HEPA

○
作業後
HEPA

○
作業後
HEPA

－
－
－

－
－
－

⑪ラベル表示の実施 ○ △ △ △ △ △
⑫廃棄物の処理
・廃棄袋の厚み（mm）以上

○
0.05

○
0.05

○
0.15

○
0.15

○
0.15

○
0.05

セラミックファイバー取扱い作業の労働衛生管理の概要

注１：その他の作業にはペーパー打抜き品・紡織品・ウェットフェルトの取付け作業等が含まれる。
注２： HEPAとは超高性能エアフィルターの意味である。

○ ：必ず実施 △：望ましい



セラミックファイバー炉解体時の労働衛生上の注意事項

※使用前のリフラクトリーセラミックファイバー中
には遊離けい酸（結晶性シリカ）は存在しないが、
1,000℃以上に加熱されたときには、表面の一部

が遊離けい酸の一種であるクリストバライトに
徐々に変化することが知られている。
遊離けい酸はじん肺症を生じる作用が強いため、
窯炉の補修、解体等においては、この粉じんを
吸入することがないよう特に注意する必要がある。



以上


